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会
員
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
本
会

の
活
動
に
深
い
ご
理
解
と
温
か
い
ご
支

援
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
５
月
の
総
会
で
前
会
長
の
石
井

和
男
様
が
ご
退
任
さ
れ
、
代
わ
り
ま
し

て
会
長
に
ご
選
任
頂
き
ま
し
た
浅
井
で

ご
ざ
い
ま
す
。
未
熟
で
は
ご
ざ
い
ま
す

が
一
生
懸
命
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
の
で
、
引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
分
類
が
５
類
に

引
き
下
げ
ら
れ
た
こ
と
を
契
機
に
、
経

済
活
動
や
人
の
流
れ
が
回
復
し
始
め
、

地
域
イ
ベ
ン
ト
等
も
再
開
さ
れ
る
な
ど

徐
々
に
明
る
さ
を
取
り
戻
し
た
年
だ
っ

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
当
会
は
講
演
会
、
研

修
旅
行
、
会
員
増
強
運
動
等
を
実
施
い

た
し
ま
し
た
。
中
で
も
研
修
旅
行
は
佐

賀
・
熊
本
を
訪
れ
、
日
本
赤
十
字
社
の

前
身
の
博
愛
社
創
設
者
で
あ
る
佐
野
常

民
の
歴
史
館
や
、
設
立
契
機
と
な
っ
た

西
南
戦
争
の
激
戦
地
で
あ
る
田
原
坂
等

を
見
学
し
、
設
立
背
景
や
理
念
等
に
つ

い
て
臨
場
感
を
伴
っ
て
理
解
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

世
界
で
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
や
ガ
ザ
地
区

な
ど
世
界
各
地
で
深
刻
な
人
道
危
機
が

続
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
日
本
で
も
年
初
早
々
に
能
登

半
島
を
襲
っ
た
震
災
に
よ
り
、
多
く
の

被
災
者
が
酷
寒
の
中
、
避
難
所
に
身
を

寄
せ
て
お
ら
れ
ま
す
。
昨
年
は
関
東
大

震
災
か
ら
１
０
０
年
と
な
る
節
目
の
年

で
も
あ
り
、
日
本
赤
十
字
社
で
も
「
温

故
備
震
展
」
や
「
赤
十
字
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
」

等
で
当
時
の
日
赤
の
活
動
状
況
や
防
災

対
策
等
を
伝
え
て
お
ら
れ
る
矢
先
の
出

来
事
で
し
た
。
会
員
の
皆
様
の
ご
関
係

で
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
場
を
お
借
り
し

て
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
、「
人
間
の
い

の
ち
と
健
康
、
尊
厳
を
守
る
」
使
命
を

担
う
日
本
赤
十
字
社
の
役
割
は
益
々
大

き
く
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

国
内
外
で
の
災
害
救
護
、
人
道
支
援
を

行
う
赤
十
字
社
の
活
動
を
支
え
る
た
め

に
は
多
く
の
人
々
の
支
援
が
必
要
で
す
。

赤
十
字
活
動
資
金
、
各
種
義
援
金
・
救

援
金
な
ど
資
金
面
か
ら
の
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
の
他
、
赤
十
字
思
想
の
普
及
活
動
等
、

多
面
的
に
赤
十
字
活
動
を
支
え
て
い
き

た
い
と
強
く
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
何

卒
会
員
の
皆
様
に
は
絶
大
な
る
ご
支
援
、

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
皆
様
の
ま
す
ま
す
の
ご
健

勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
し
、
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

長
野
県
赤
十
字
有
功
会

　
　
　
　

会
長

　浅
井 

隆
彦

ご
あ
い
さ
つ
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日
本
赤
十
字
社
名
誉
総
裁
の
皇
后
陛
下
、
同
名
誉
副
総
裁
の
秋

篠
宮
皇
嗣
妃
殿
下
、
常
陸
宮
妃
華
子
殿
下
、
寛
仁
親
王
妃
信
子
殿
下
、

高
円
宮
妃
久
子
殿
下
を
お
迎
え
し
た
令
和
5
年
全
国
赤
十
字
大
会

が
5
月
18
日
、
東
京
・
渋
谷
の
明
治
神
宮
会
館
で
開
催
さ
れ
、
全

国
か
ら
赤
十
字
会
員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
代
表
な
ど
約
1
，6
0
0

人
が
参
加
、
本
県
か
ら
も
30
名
う
ち
当
会
員
2
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

毎
年
5
月
の
赤
十
字
運
動
月
間
に
開
催
さ
れ
て
い
る
こ
の
大
会
は
、

赤
十
字
事
業

の
発
展
に
尽

く
し
た
功
労

者
を
表
彰
し
、

日
頃
の
活
動

に
感
謝
す
る

場
で
あ
り
、

今
年
度
は
全

国

か

ら

個

人
・
法
人
の

代
表
13
名
・

社
に
金
色
・

銀
色
有
功
章

が
皇
后
陛
下

か
ら
授
与
さ

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
清
家

令
和
5
年
5

月

22

日
、
第

30

回
長
野
県
赤
十

字
有
功
会
総
会

が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

第
1
部
総
会
で
は
、
石
井
会
長
（
当
時
）
の

挨
拶
に
続
き
関
副
支
部
長
か
ら
紺
綬
褒
章
、
厚

生
労
働
大
臣
感
謝
状
、
社
資
功
労
感
謝
状
及
び

赤
十
字
有
功
章
の
伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
の
議
事
で
は
第
1
号
議
案
「
令
和
4
年
度

事
業
報
告
及
び
収
支
決
算
」、
第
2
号
議
案
「
令

和
5
年
度
事
業
計
画
（
案
）
及
び
収
支
予
算

（
案
）」、
第

3
号
議
案

「
役

員

改

選
」
に

つ

い
て
そ
れ

ぞ
れ
審
議

さ

れ
、
い

ず
れ
も
原

案
ど
お
り

承
認
さ
れ

ま

し

た
。

令
和
令
和
55
年
　
全
国
赤
十
字
大
会
へ
の
参
加

年
　
全
国
赤
十
字
大
会
へ
の
参
加

令
和
令
和
55
年
度　

有
功
会
総
会
の
開
催

年
度　

有
功
会
総
会
の
開
催

令
和
5
年
度
新
役
員
は
別
記
の
と
お
り
で
す
。

第
2
部
講
演
で
は
、
大
川
伝
承
の
会
　
只
野 

英
昭
氏
よ
り
「
東
日
本
大
震
災
を
体
験
し
て
」

と
題
し
て
災
害
へ
の
備
え
、
防
災
教
育
の
重
要

さ
に
つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
最
後

に
「
赤
十
字
こ
の
１
年
　
令
和
４
年
度
」
の

D
V
D
上
映
を
行
い
ま
し
た
。

記

長
野
県
赤
十
字
有
功
会
役
員
（
敬
称
略
）

�
会
長
　
　
　
　
浅
井 

隆
彦
（
長
野
市
）

�

副
会
長
　
　
　
畠
山 

悦
子
（
長
野
市
）

�

同
　
　
　
　
　
島
　 

宏
幸
（
松
本
市
）

�

常
任
世
話
人
　
加
藤
　 

章
（
長
野
市
）

�

同
　
　
　
　
　
宮
坂 

直
孝
（
諏
訪
市
）

�

世
話
人
　
　
　
村
松 
友
春
（
長
野
市
）

�

同
　
　
　
　
　
金
澤
　 
勝
（
長
野
市
）

�

同
　
　
　
　
　
矢
島 

二
子
（
長
野
市
）

�

同
　
　
　
　
　
堀
口 

美
鈴
（
飯
田
市
）

�

同
　
　
　
　
　
町
田 

邦
男
（
上
水
内
郡

）

�

監
事
　
　
　
　
小
山 

賢
二
（
上
田
市
）

�

同
　
　
　
　
　
小
橋 

信
子
（
中
野
市
）

明治神宮会館前にて

石井有功会長の挨拶

有功会総会会場の様子
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篤
社
長
は
式
典
冒
頭
の
あ
い
さ
つ
で
、

今
な
お
続
く
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
人
道
危
機

や
ト
ル
コ
・
シ
リ
ア
地
震
、
さ
ら
に
は

国
内
の
自
然
災
害
に
お
け
る
全
国
か
ら

の
温
か
な
ご
支
援
へ
の
感
謝
の
意
を
表

明
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
は
、
本
社
国
際
部
国
際
救
援

課
主
事
の
矢
田
結
さ
ん
か
ら
ウ
ク
ラ
イ

ナ
人
道
危
機
の
活
動
報
告
を
、
千
葉
県

立
四
街
道
高
等
学
校
J
R
C
同
好
会
部

長
の
松
本
有
紗
さ
ん
か
ら
コ
ロ
ナ
禍
の

非
接
触
型
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
発

表
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
5
月
か
ら
日
赤
公
式
ア
ン
バ

サ
ダ
ー
を
務
め
る
俳
優
で
タ
レ
ン
ト
の

上
白
石
萌
音
さ
ん
も
登
壇
し
ま
し
た
。

挨
拶
の
中
で
、
日
赤
の
活
動
に
関
わ
る

き
っ
か
け
と
な
っ
た
昨
年
の
C
M
ナ

レ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
、「
当
時
は
ま

だ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
猛
威
を
振

る
っ
て
い
て
、
世
の
中
も
自
分
の
心
も

停
滞
し
て
し
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ

て
い
ま
し
た
が
、
そ
ん
な
中
で
も
立
ち

止
ま
ら
ず
に
動
き
続
け
て
い
る
日
本
赤

十
字
社
の
み
な
さ
ん
の
こ
と
を
知
り
、

と
て
も
心
を
動
か
さ
れ
、
励
ま
さ
れ
た
」

と
振
り
返
り
ま
し
た
。

今
回
ご
参
加
の
長
野
県
赤
十
字
有
功

会
、
赤
十
字
奉
仕
団
の
皆
さ
ん
は
、
南

信
10
名
、
中
信
1
名
、
東
信
１
名
、
北

信
4
名
、
支
部
職
員
2
名
の
総
勢
18
名

（
男
性
８
名
、
女
性
10
名
）
で
あ
り
ま

す
。
羽
田
空
港
第
二
タ
ー
ミ
ナ
ル
通
称

時
計
台
の
下
に
集
合
し
て
11
時
25
分
発

の
便
で
福
岡
に
。
福
岡
空
港
で
福
岡
伊

都
バ
ス
に
乗
車
。
ベ
テ
ラ
ン
ガ
イ
ド
さ

ん
が
3
日
間
面
倒
を
見
て
く
だ
さ
っ
た
。

バ
ス
は
佐
賀
県
に
向
か
い
佐
野
常
民
記

念
館
と
三
重
津
海
軍
所
跡
に
到
着
。
こ

こ
は
日
本
赤
十
字
社
前
身
の
博
愛
社
の

創
設
者
佐
賀
藩
士
佐
野
常
民
が
携
わ
っ

た
幕
末
の
海
事
講
習
、

造
船
所
、
反
射
炉
な

ど
の
施
設
跡
と
資
料

館
で
す
。
は
じ
め
医

学
を
学
ん
だ
佐
野
常

民
は
藩
主
鍋
島
直
正

の
命
を
受
け
藩
海
軍

創
設
に
も
関
わ
っ
た
。

幕
末
に
ス
エ
ズ
運
河

以
東
で
最
大
唯
一
の

近
代
技
術
が
確
立
さ

れ
た
場
所
で
す
。
現

在
は
科
学
史
跡
と
し

て
の
世
界
文
化
遺
産

に
認
定
。
長
崎
警
護

役
で
西
洋
列
強
の
脅

威
に
対
抗
す
べ
き
工

業
技
術
の
必
要
性
を

痛
感
し
て
い
た
佐
賀

～
佐
野
常
民
生
誕

～
佐
野
常
民
生
誕
2
0
0

2
0
0
年
、来
る
長
野
県
赤
十
字
有
功
会
創
立

年
、来
る
長
野
県
赤
十
字
有
功
会
創
立
3030
周
年
に
寄
せ
て
～

周
年
に
寄
せ
て
～

中
野　

武

九
州
・
赤
十
字
ゆ
か
り
の
地
を

ゆ
か
り
の
地
を

��

め
ぐ
る

め
ぐ
る
33
日
間
日
間

令
和
５
年
11
月
５
日

佐
野
常
民
と

三
重
津
海
軍
所
跡
の
歴
史
館

１
日
目

佐野常民と三重津海軍所跡の歴史館

令
和
５
年
度　

長
野
県
赤
十
字
有
功
会
研
修
旅
行
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前
日
と
異
な
り
生
憎
の
雨
模
様
。
午

前
一
番
に
訪
問
し
た
の
は
佐
賀
県
の
吉

野
ヶ
里
遺
跡
。
日
本
最
大
の
弥
生
時
代

環
濠
集
落
を
復
元
し
た
も
の
で
す
。
弥

生
時
代
の
始
ま
り
は
米
作
の
始
ま
っ
た

紀
元
前
5
世
紀
と
さ
れ
ま
す
が
、
よ
り

古
い
痕
跡
も
発
見
さ
れ
今
後
書
き
換
え

ら
れ
る
可
能
性
も
あ
る

よ
う
で
す
。
外
敵
か
ら

の
防
御
の
た
め
大
き
な

堀
に
囲
ま
れ
た
集
落
。
卑
弥
呼
の
邪
馬

台
国
の
九
州
説
、
畿
内
説
な
ど
多
く
の

謎
と
論
争
の
あ
る
部
分
で
最
近
も
新
し

い
発
見
の
報
道
も
あ
り
ま
し
た
。

次
に
福
岡
県
の
柳
川
市
へ
移
動
。
有

名
な
川
下
り
は
雨
の
中
を
雨
具
菅
笠
姿

で
体
験
。
一
時
雨
脚
が
強
く
な
る
も
趣

が
あ
り
ま
し
た
。
北
原
白
秋
を
生
ん
だ

柳
川
。
白
秋
以
外
に
も
多
く
の
歌
人
が

訪
れ
歌
碑
の
多
い
街
だ
そ
う
で
す
。
運

河
は
お
濠
や
河
川
な
ど
を
繋
い
だ
も
の

で
全
長
9
0
0
㎞
に
及
ぶ
と
い
う
。「
水

に
浮
い
た
静
か
な
廃
市
」
の
詩
に
水
郷

の
街
に
寄
せ
た
白
秋
の
哀
惜
を
味
わ
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
下
船
後
は
少
し

歩
い
て
旧
柳
河
（
川
）
藩
藩
主
立
花
家

の
お
屋
敷
で
大
広
間
や
洋
館
、
庭
園
を

見
学
。
昼
食
は
ウ
ナ
ギ
の
蒸
籠
蒸
し
で

藩
は
、
西
洋
列
強
が

経
て
き
た
産
業
革
命

を
佐
賀
で
も
成
し
遂

げ
る
べ
く
海
外
事
情

を
収
集
、
子
弟
教
育

の
充
実
な
ど
の
努
力

を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

佐
賀
七
賢
人
の
ひ
と

り
佐
野
常
民
は
リ
ー

ダ
ー
人
材
と
し
て
藩

の
近
代
化
、
殖
産
興

業
を
支
え
、
さ
ら
に

は
博
愛
社
、
日
本
赤

十
字
社
創
設
は
じ
め

明
治
日
本
国
に
大
い

に
貢
献
し
ま
し
た
。
記
念
館
で
は
そ
の

巨
人
の
足
跡
を
辿
り
ま
し
た
。
併
設

ホ
ー
ル
で
は
篤
志
看
護
婦
人
会
の
展
示

が
行
わ
れ
、
初
期
の
日
本
赤
十
字
社
で

行
わ
れ
た
看
護
実
践
活
動
。
気
概
と
気

品
を
も
っ
て
救
護
・
慈
善
活
動
を
行
い

社
会
に
奉
仕
し
た
貴
婦
人
た
ち
の
姿
を

紹
介
。
2
0
1
3
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド

ラ
マ
「
八
重
の
桜
」
で
も
描
か
れ
ご
記

憶
の
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
今
回
は

九
州
八
県
赤
十
字
大
会
開
催
記
念
で
の

テ
ー
マ
展
。

11
月
6
日

吉
野
ヶ
里
遺
跡　

柳
川
川
下
り　

田
原
坂
公
園

２
日
目

吉野ヶ里遺跡
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大
変
美
味
し
く

頂
き
ま
し
た
。

午
後
は
熊
本

県
の
田
原
坂
に

移
動
。
こ
こ
は

西
南
戦
争
の
最

激
戦
地
で
多
く
の
死
傷
者
が
出
ま
し
た
。

そ
し
て
日
本
赤
十
字
社
の
前
身
博
愛
社

誕
生
の
地
で
す
。
慰
霊
塔
や

田
原
坂
西
南
戦
争
資
料
館
、

赤
十
字
の
展
示
館
を
見
学
。

雨
に
煙
る
な
だ
ら
か
な
丘
陵

が
続
く
風
景
。
西
南
戦
争
で

の
死
傷
者
３
万
人
余
。
薩
摩

軍
で
は
12
歳
の
少
年
も
戦
闘

に
参
加
し
て
お
り
そ
の
戦
死

者
を
祭
っ
た
の
が
「
美
少
年

の
碑
」。
政
府
軍
は
最
前
線
の

救
護
所
、
後
方
の
軍
団
病
院

で
負
傷
し
た
自
軍
兵
士
を
救

護
。
一

方
、

負
傷
し
た
薩

摩
兵
は
見
捨

て
ら
れ
た
よ

う
で
す
。
非

武
士
階
級
の

召
集
兵
（
政

府
軍
）
が
武
士
階
級

（
薩
摩
軍
）
を
打
ち
負

か
せ
た
戦
い
で
も
あ

り
ま
す
。
徴
兵
制
開

設
は
明
治
５
年
、
西

南
戦
争
は
明
治
10
年

の
こ
と
。
長
野
県
か

ら
徴
兵
さ
れ
た
兵
卒

と
動
員
さ
れ
た
巡
査
合
わ
せ
て
2
0
0

名
余
が
戦
死
、
殉
職
し
た
そ
う
で
す
。

悲
惨
な
戦
闘
で
の
負
傷
者
を
敵
味
方
な

く
救
護
す
る
地
元
民
の
姿
に
、
パ
リ
万

博
で
知
っ
た
赤
十
字
活
動
を
重
ね
、
博

愛
社
設
立
に
奔
走
し
た
佐
野
常
民
の
姿

を
思
い
浮
か
べ
ま
し
た
。

そ
の
の
ち
熊
本
駅
前
の
ホ
テ
ル
に
移

動
。
夕
食
は
「
和
食
　
仲
む
ら
」
で
肥

後
の
名
産
物
、
地
酒
や
焼
酎
を
堪
能
し

ま
し
た
。

柳川川下り

美少年の碑

田原坂西南戦争資料館



（6）

有功会ながの

第31号　2024（令和6年）　　２月

最
終
日
は
ま
ず
熊
本
城
を
見
学
。
空

中
の
遊
歩
道
を
歩
ん
で
天
守
閣
に
。
平

成
28
年
の
熊
本
地
震
の
痕
跡
を
残
し
て

い
ま
す
。
幾
度
か
の
地
震
、
合
わ
せ
て

西
南
戦
争
で
の
焼
失
。
西
国
の
雄
薩
摩

藩
北
進
を
防
ぐ

た
め
熊
本
、
姫

路
、
大

阪
、
名

古
屋
と
巨
城
を

配
し
た
家
康
の

時
代
を
遠
く
想

い
ま
し
た
。
熊

本
城
の
次
は
最

近
移
設
さ
れ
た

熊
本
洋
学
校
教

師
宅
ジ
ェ
ー
ン

ズ
邸
を
見
学
。

日
赤
記
念
館
が

あ
り
佐
野
常
民

が
有
栖
川
宮
熾

仁
親
王
に
博
愛

社
設
置
を
進
言

し
た
部
屋
な
ど

見
学
。
最
後
に

水
前
寺
公
園
近

く
の
料
亭
「
と

ら
や
」
で
昼
食
。

美
味
し
い
お
料
理
に
加
え
、
大
き

な
生
け
簀
も
あ
り
魚
の
泳
ぐ
姿
も

楽
し
み
ま
し
た
。
帰
路
は
熊
本
空

港
14
時
40
分
発
便
で
羽
田
に
。
気

流
が
速
く
揺
れ
も
あ
り
ま
し
た
が
、

快
晴
で
秋
の
夕
日
に
浮
か
ぶ
富
士

山
を
近
く
に
眺
め
、
平
和
の
大
切

さ
を
実
感
し
ま
し
た
。
空
港
で
長

野
県
赤
十
字
有
功
会
　
浅
井
隆
彦

会
長
の
解
散
ご
挨
拶
の
あ
と
新
幹

線
や
中
央
線
、
チ
ャ
ー
タ
ー
バ
ス

を
使
っ
て
各
人
自
宅
に
向
か
い
ま

し
た
。

総
括
す
れ
ば
駆
け
足
旅
行
で
あ
っ

た
も
の
の
、
博
愛
社
そ
し
て
日
本

赤
十
字
社
の
源
流
を
辿
る
目
的
は

果
た
せ
た
と
思
い
ま
す
。
吉
野
ヶ

里
遺
跡
や
柳
川
川
下
り
も
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
食
事
会
で

は
会
員
間
の
懇
親
を
深
め
ら
れ
ま

し
た
。
旅
行
を
準
備
さ
れ
た
支
部

の
担
当
各
位
、
旅
行
社
添
乗
員
氏

に
大
い
に
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

佐
野
常
民
生
誕
2
0
0
年
、
来
る

長
野
県
有
功
会
創
立
30
周
年
に
相

応
し
い
研
修
旅
行
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

11
月
7
日

熊
本
城
と
熊
本
洋
学
校
教
師

ジ
ェ
ー
ン
ズ
邸・日
赤
記
念
館

３
日
目

ジェーンズ邸

熊本城
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遺贈・相続財産寄付
ご案内パンフレット

WEB広告バナー
（日本赤十字社長野県支部

ホームページ掲載）

近
年
、「
自
分
で
築
い
た
財
産
の
一
部
を
寄
付
し
た
い
」、「
故
人
の
遺
産
を
社
会

の
た
め
に
役
立
て
た
い
」
と
い
う
お
声
を
多
く
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
日
本
赤

十
字
社
を
通
じ
て
、
ご
自
分
の
財
産
や
故
人
の
意
思
を
広
く
社
会
に
役
立
て
て
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ご
遺
言
等
に
よ
る
ご
寄
付
（
遺
贈
）
や
相
続
財
産
の
ご
寄
付
な
ど
の
尊
い
ご
意

志
に
応
え
る
た
め
、
日
本
赤
十
字
社
長
野
県
支
部
で
は
、
ご
寄
付
の
方
法
や
税
制

上
の
優
遇
措
置
な
ど
を
掲
載
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
お
問
い
合
わ
せ
先
　
　
日
本
赤
十
字
社
長
野
県
支
部
　
組
織
振
興
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
電
話 

0
2
6-

2
1
9-

2
5
6
2

遺

贈
：�

遺
言
に
よ
っ
て
財
産
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
団
体
な

ど
の
第
三
者
に
与
え
る
こ
と

相
続
財
産
寄
付
：�

相
続
に
よ
り
取
得
し
た
財
産
の
全
部
ま
た
は
一
部
を

寄
付
す
る
こ
と

令

和

5

年

度
は
長
野
県

支
部
の
要
請

に

応

え
、
開

館
か
ら
15
周

年
を
迎
え
た

長
野
県
赤
十

字
歴
史
資
料

館
の
改
修
工

事
費
用
の
一

部
を
助
成
し

ま
し
た
。
こ
の
工
事
は
主
に
外
壁
、

柱
、
床
及
び
土
台
等
経
年
劣
化
に

よ
り
耐
久
性
に
不
安
が
あ
る
箇
所

に
つ
い
て
重
点
的
に
行
わ
れ
ま
し

た
。長

野
県
支
部
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、

修
繕
が
必
要
な
様
々
な
部
分
に
つ

い
て
直
し
て
い
た
だ
い
た
。
こ
れ

か
ら
も
赤
十
字
の
人
道
活
動
に
従

事
し
た
先
人
の
偉
功
を
後
世
に
伝

え
る
べ
く
、
当
館
の
資
料
を
発
信

し
て
い
き
た
い
、
と
感
謝
の
言
葉

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

あ
な
た
の
思
い
を
赤
十
字
に

～
遺
贈
・
相
続
財
産
寄
付
を
お
考
え
の
皆
さ
ま
へ
～

赤
十
字
事
業

赤
十
字
事
業
へ
の
へ
の
協
力
協
力

改修工事後（傷んだ外装、損傷の激しい土台を補強した） 改修工事前
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古紙70％の再生紙を使用しています。

個
人春

日 

美
智
子
　
　
倉
科 

芳
朗

増
子 

伸
太
郎

個
人小

口 

邦
彦
※
　
　
小
古
井 

豊
※

橋
本 

智
男

法
人
・
団
体

高
島
産
業
株
式
会
社

長
野
赤
十
字
看
護
専
門
学
校
同
窓
会

個
人今

井 

正
武
※
　
　
小
口 

邦
彦
※

小
口 

祐
子
　
　
　
小
古
井 

豊
※

塚
田 

次
郎
※
　
　
中
野 

武
※

納
富 

廣
幸

法
人
・
団
体

株
式
会
社
青
木
鐵
工
所

株
式
会
社
栄
建
※

株
式
会
社
エ
イ
ワ
機
工
※

株
式
会
社
ク
リ
ー
ン
ウ
ェ
イ
ス
ト

株
式
会
社
信
防
エ
デ
ィ
ッ
ク
ス
※

有
限
会
社
春
原
工
業
所

宗
教
法
人
善
光
寺

株
式
会
社
と
を
し
や
薬
局

長
野
赤
十
字
看
護
専
門
学
校
同
窓
会

有
限
会
社
二
村
不
動
産

株
式
会
社
丸
山
工
務
店

医
療
法
人
清
成
会
宮
下
医
院

株
式
会
社
本
久
※

株
式
会
社
安
井
建
設

個
人柄

澤 
重
登
　
　
　
北
島 

正
悟

倉
科 

芳
朗
　
　
　
小
林 

保
夫

小
林 

由
枝
　
　
　
清
水 

武

清
水 

典
子
　
　
　
鈴
木 

嘉
男

鶴
田 

京
子
　
　
　
橋
本 
智
男

増
子 

伸
太
郎

法
人
・
団
体

飯
島
建
設
株
式
会
社

高
島
産
業
株
式
会
社

株
式
会
社
よ
し
の
や

個
人大

竹 

久
男
　
　
　
片
瀬 

武
治

こ
の
度
は
、
原
稿
を
お
寄
せ
い
た
だ

き
ま
し
た
皆
さ
ま
の
ご
協
力
に
よ
り
第

31
号
を
発
刊
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
よ
る
日
常
生
活
の
制
限
が
ほ
と
ん

ど
無
く
な
り
、
対
面
で
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
機
会
が
増
え
、
様
々
な

活
動
が
本
格
的
に
再
開
し
た
年
と
な
り

ま
し
た
。
一
方
、
世
界
に
目
を
向
け
る

と
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
情
勢
は
依
然
と
し

て
緊
迫
し
た
状
況
が
続
き
、
イ
ス
ラ
エ

ル
・
ガ
ザ
地
区
に
お
い
て
も
武
力
衝
突

が
激
化
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
大
規

模
な
自
然
災
害
が
頻
発
し
、
日
本
で
も

気
候
変
動
の
影
響
を
強
く
感
じ
ら
れ
ま

し
た
。

ま
た
、
本
年
1
月
1
日
に
は
能
登
半

島
地
震
災
害
に
よ
り
、
石
川
県
を
は
じ

め
北
陸
地
方
に
大
き
な
被
害
が
も
た
ら

さ
れ
ま
し
た
。
長
野
県
支
部
で
は
、
発

災
直
後
か
ら
救
護
班
の
派
遣
や
救
護
物

資
の
配
布
活
動
を
続
け
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
、
会
員
の
増
強
を
は
じ
め
赤

十
字
事
業
へ
の
更
な
る
ご
支
援
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

会
員
の
皆
さ
ま
の
ご
多
幸
と
ご
健
勝

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

�

（
有
功
会
事
務
局
）

個
人市

瀬 
キ
ミ
　
　
　
小
林 

悦
子

柴
田 

敬
一
郎
　
　
柴
田 

房
夫

清
水 

深
　
　
　
　
水
本 

正
俊

社
資
功
労
感
謝
状

金
色
有
功
章

紺
綬
褒
章

厚
生
労
働
大
臣
感
謝
状

小
林 

邦
一
※
　
　
小
松 

重
信

酒
井 

徳
子
　
　
　
柴
田 

敬
一
郎
※

関
野 

圭
子
　
　
　
野
村 

光
伸

東
野 

邦
俊
　
　
　
堀
内 

昭
英

堀
内 

淳
次
　
　
　
前
島 

真

山
崎 

喜
美
　
　
　
米
津 

祐
介

法
人
・
団
体

今
井
ク
リ
ニ
ッ
ク

有
限
会
社
オ
ブ
セ
牛
乳

株
式
会
社
喜
久
屋
商
会

株
式
会
社
協
和
精
工

サ
ン
ビ
ラ
か
わ
な
か
じ
ま

株
式
会
社
シ
ス
テ
ム
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

昭
和
建
物
株
式
会
社

信
毎
書
籍
印
刷
株
式
会
社

長
野
プ
ラ
販
株
式
会
社

な
か
む
ら
内
科
小
児
科
医
院

明
治
安
田
生
命
保
険
相
互
会
社

※
当
会
員

銀
色
有
功
章

活
動
資
金
に
ご
協
力

い
た
だ
い
た
方
（々
敬
称
略
・
五
十
音
順
）

（
敬
称
略
・
五
十
音
順
）

（
敬
称
略
・
五
十
音
順
）

新
会
員
の
ご
紹
介


